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“ひとみ"

自
の
不
自
由
な
人
た
ち
の
内
ひ
と

み
H

に
な
れ
れ
ば
と
、
昭
和
六
十
一

年
十
一
月
に
結
成
さ
れ
た
「
サ

ク

ル
ひ
と
み
」
は
、
現
在
、
十
六
人
の

会
員
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
主
な
活

動
は
広
報
紙
の
点
訳
。
会
員
が
自
宅

で
作
成
し
た
点
字
の
原
稿
を
持
ち
寄

り
、
問
題
点
に
つ
い
て
の
話
し
合
い

や
添
削
を
行
い
な
が
ら
、
一
冊
の
本

に
仕
上
げ
ま
す
。

添
削
は
、
ひ
と
み
の
会
員
で
も
あ

る
、
愛
媛
県
盲
人
協
会
・
大
洲
喜
多

出
…
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点訳サークル

支
部
長
の
上
田
和
雄
さ
ん
が
担
当
。

完
成
し
た
点
訳
本
は
、
上
田
さ
ん
を

通
じ
て
、
盲
人
協
会
会
員
の
聞
に
回

覧
さ
れ
ま
す
。

定
期
的
な
活
動
は
、
大
洲
市

・
内

子
町
・
肱
川
町
・
河
辺
村
の
四
市
町

村
の
広
報
紙
の
点
訳
で
す
が
、
現
在

は
、
大
洲
市
教
育
委
員
会
の
発
行
し

た
「
大
洲
の
昔
ぱ
な
し
と
里
う
た
」

の
点
訳
に
も
挑
戦
中
。
近
く
完
成
の

予
定
で
す
。
ま
た
、
会
員
の
中
に
は
、

新
た
に
、
広
報
紙
の
朗
読
に
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
メ
ン
バ
ー
も
で
き
、
現
在
、

松
山
市
の
盲
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
通

い
な
が
ら
、
作
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

定
例
会
は
、
毎
月
の
第
二
、
第
四

土
曜
日
に
中
央
公
民
館
で
行
い
、
必

要
経
費
は
、
会
員
の
会
費

(年
間
一

人
当
り
二
千
四
百
円
)
で
ま
か
な
っ

て
い
ま
す
。
点
字
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー

な
ど
は
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

借
用
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。
点
訳

の
基
礎
を
習
得
し
た
人
な
ら
、
誰
で

も
加
入
で
き
る
と
の
こ
と
で
す
。

(連
絡
先
は
、

代
表
朝
日
郁
子

さ
ん
、
官
(⑪
0

8
4
6ま
で
)

ま
た
、
点
訳

本
を
利
用
し
た

い
人
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
ま

で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
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るつ

見
詰
持

考え

現
在
、
社
会
福
祉
協
議
会
を
中
心

に
展
開
さ
れ
て
い
る

H

在
宅
福
祉
サ

ー
ビ
ス
事
業
H

は
、
平
成
元
年
八
月

に
発
足
し
ま
し
た
。
平
成
四
年
十
一

月
末
で
の
協
力
会
員
は
四
百
五
十
五

人
、
利
用
会
員
は
二
百
三
十
人
で
、

現
在
は
全
市
を
対
象
に
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
協
力
会
員
が
利
用

会
員
の
要
請
に
応
じ
て
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
行
な
っ
た
場
合
、
そ
れ
を
点
数

に
し
て
預
託
し
、
将
来
自
ら
が
利
用

会
員
と
な
っ
た
場
合
に
、
点
数
に
相

当
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
無
料
で
受
け
ら

空を

企福祉ボランティア介護教室の模様

れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
種
類
は
、
入
浴
介
助
、
通
院

介
護
、
食
事
の
世
話
な
ど
多
岐
に
及

ん
で
い
ま
す
が
、
最
も
実
績
の
あ
が

っ
て
い
る
の
は
入
浴
介
助
で
す
。

も
と
も
と
こ
の
制
度
は
、
市
民
の

自
助
、
互
助
の
精
神
を
基
調
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
、
単
に
サ
ー

ビ
ス
の
払
い
戻
し
を
受
け
る
た
め
だ

け
の
制
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域

で
お
互
い
が
助
け
合
う
気
持
ち
を
高

め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
白
を
向

け
て
も
ら
う
た
め
の
手
段
で
あ
る
と

こ
ろ
に
、
真
の
意
義
が
あ
る
制
度
な

の
で
す
。

以
前
の
福
祉
は
、
福
祉
施
設
を
中

心
に
展
開
さ
れ
る
、
言
わ
ば
隔
離
型

の
福
祉
で
し
た
。
し
か
し
、
現
在
で

は
、
様
々
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を

か
か
え
る
人
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
、
地
域
の
人
々
と
共
に
普
通

の
生
活
を
営
む
た
め
の
福
祉
へ
と
移

行
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
考
え
方
を

一
般
に
ノ

l
マ
ラ
イ
ゼ

l
シ
ョ
ン
と

呼
ん
で
い
ま
す
。

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、
言

い
換
え
る
な
ら
、
こ
の
ノ

l
マ
ラ
イ

ゼ
l
シ
ョ
ン
の
考
え
方
の
上
に
立
脚

し
た
制
度
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
そ

し
て
そ
こ
に
は
、
協
力
会
員
と
し
て

参
加
し
て
く
れ
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
存
在
が
不
可
欠
な
の
で
す
。

で
は
、
こ
う
い
っ
た
状
況
の
中
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
果
た
す
役
割
と
は
、

一
体
ど
う
い
っ
た
も
の
な
の
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、

ど
う
い
っ
た
存
在
な
の
で
し
ょ
う
か
。
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一
般
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と

は
、
「
自
発
的
な
意
思
に
基
づ
き
他

人
や
社
会
に
貢
献
す
る
行
為
」
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
家
庭
で
で
き
る
募

金
活
動
か
ら
、
難
民
救
援
活
動
の
よ

う
な
広
域
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
で
、

様
々
な
活
動
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、

福
祉
施
設
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
受
け
入
れ
状
況
は
ど
う
な
の
で
し

ょ
P
7
か。

例
え
ば
、
平
成
三
年
に
開
所
し
た

「
大
洲
ホ

l
ム
」
の
場
合
、
定
期
的

な
も
の
と
し
て
は
、
伊
予
銀
行
大
洲

支
屈
が
実
施
し
て
い
る
「
入
所
者
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
介
助
」
や
、
地
元

婦
人
会
が
行
な
う
「
花
壇
の
手
入
れ
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
「
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
め
る
」
こ
と
や

「
き
れ
い
な
花
を
楽
し
め
る
」
と
い

う
喜
び
を
生
み
出
し
て
い
る
わ
け
で

す
が
、
入
所
者
に
と
っ
て
最
も
う
れ

し
い
こ
と
は
、
「
施
設
外
の
世
界
に

触
れ
ら
れ
る
こ
と
や
施
設
外
の
人
々

と
ふ
れ
あ
え
る
こ
と
」
だ
そ
う
で
す
。

「ノ

l
マ
ラ
イ
ゼ
|
シ
ョ
ン
の
理

念
に
基
づ
い
て
、
入
所
者
に
充
実
し

た
日
々
を
送
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

い
か
に
施
設
が
地
域
の
中
に
溶
け
込

ん
で
い
く
か
が
、
大
き
な
テ

l
マ
で

す
」
ホ

l
ム
の
渦
尻
施
設
長
は
言
い
ま

す
。
「
そ
の
た
め
に
は
、
施
設
が
様

々
な
き
っ
か
け
事
つ
く
り
を
し
、
ボ
ラ

2 

‘ 〉ノ

ヨ
ツ

ピ
ン
グ
A. 

*品
ヲフの
ン
T 
イ

ア

ン
テ
ィ
ア
の
聞
に
絶
え
ず
働
き
か
け
、

ま
た
、
地
域
の
人
々
に
、
ホ

l
ム
へ

足
を
運
ん
で
も
ら
う
た
め
の
努
力
を

欠
か
さ
な
い
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
」

。
ル」

ま
た
、
大
洲
学
園
の
中
野
園
長
も

次
の
よ
う
に
-
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
学
園
で
行
な
う
行
事
に
地
域
の
人

々
を
招
い
た
り
、
逆
に
、
地
域
の
行

事
に
園
生
が
参
加
す
る
こ
と
で
、
園

と
地
域
と
の
距
離
を
縮
め
る
努
力
を

し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
活
動
の

手
助
け
を
し
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
は
、
そ
の
パ
イ
プ
役
と

言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

一
方
、
施
設
を
訪
問
す
る
側
の
立

場
に
あ
る
人
々
は
、
ま
た
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
す
る
人
た
ち
は
、

活
動
を
通
じ
て
何
を
感
じ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

児
童
が
、
遠
足
と
い
う
形
で
定
期

的
に
大
洲
ホ

l
ム
を
訪
れ
、
入
所
者



と
畳
食
を
共
に
し
、
奉
仕
作
業
を
行

な
っ
て
い
る
粟
津
小
学
校
の
宮
武
校

長
は
、
次
の
よ
う
に
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
「
教
室
で
テ
キ
ス
ト
を
手
に

行
な
う
数
十
時
間
の
授
業
よ
り
も
、

ホ
l
ム
で
過
ご
す
ほ
ん
の
数
時
間
の

体
験
の
方
が
、
子
供
た
ち
に
よ
り
多

く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
く
れ
て
い
ま

す
L

ま
た
、
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

こ
う
話
し
て
い
ま
す
。

「
体
に
な
ん

ら
か
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ

ッ
プ
を
持
っ

て
生
き
て
い
る
人
た
ち
は
、
生
活
へ

の
不
便
さ
を
感
じ
て
は
い
る
も
の
の
、

決
し
て
自
分
の
こ
と
を
不
幸
だ
と
は

思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
ひ
た
向
き

な
生
き
ざ
ま
や
感
性
の
中
に
、
私
は

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
」

在
宅
福
祉
事
業
の
中
核
で
あ
る
市

社
会
福
祉
協
議
会
の
近
田
会
長
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
原
点
は
、
自
己

開
発
に
あ
り
ま
す
。
H

福
祉
と
は
、

決
め
ら
れ
た
人
が
特
別
な
人
に
施
す

も
の
山
と
い
う
考
え
方
が
、

H

福
祉

は
日
常
生
活
の
中
に
、
普
通
に
存
在

す
べ
き
も
の
H

と
い
う
考
え
方
に
移

行
し
つ
つ
あ
る
現
在
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
対
す
る
考
え
方
も
、
少
し
ず
つ

変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

特
に
、
企
業
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
意
識
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
は

大
き
い
で
す
ね
。
い
ず
れ
、
在
宅
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
よ
う
な
制
度
が

な
く
て
も
、

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

充
実
で
、
ゆ
る
ぎ
な
い
地
域
連
帯
と

相
互
扶
助
の
実
現
さ
れ
る
日
が
来
る

こ
と
を
期
待
し
て
、
我
々
は
頑
張
っ

て
い
る
ん
で
す
よ

・・

・
」

一
つ
に
、
ホ
!
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

事
業
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
ね
た

き
り
老
人
な
ど
の
い
る
家
庭
や
、
身

体
障
害
者
な
ど
の
も
と
へ
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ

l
を
派
遣
し
、
身
体
の
介
護
や

家
事
な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
も
の
で

す
。
こ
の
制
度
の
主
役
で
あ
る
ホ
ー

ム
へ
ル
パ

!
は
、
昨
年
十
月
か
ら
二

世!

を十 申福地て百は週 十
ご人そし祉元 い六 、二 一人
紹のれ込事のま十所、 回 に
介ホ でむ 務民 す円 得 三 二 増
し lはこ所生。まに回時員
まム、とか児手で応 の聞 き
すへ在に社童続のじ訪 かれ
。ル宅な会委き 七で問 ら ま
パ 福 つ 福 員 に 段 、で三し
l祉 て祉につ階無 、時た
さのい協相いに料利問。
ん顔ま議談て分か用程
た、す会のはから料度
ち二。へ上、れ八金 で

ρJ川イ~万九九
八)Z九九月-UL

[去
継者
続雇
助 用

空」

企
業
に
採
用
さ
れ
た
後
、
業
務
災

害
や
通
勤
災
害
、
交
通
事
故
、
疾
病

そ
の
他

(理
由
は
聞
い
ま
せ
ん
)
の

原
因
で
障
害
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ

た
、
い
わ
ゆ
る
中
途
障
害
者
に
つ

い

て
は
、
障
害
の
た
め
に
離
職
を
よ
ぎ

な
く
さ
れ
る
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
離
職
に
は
至
ら
な
い

ま
で
も
、
雇
用
を
継
続
す
る
た
め
の

事
業
主
の
負
担
は
重
い
も
の
と
な
っ

で
い
ま
す
。

そ
こ
で
国
で
は
、
企
業
が
、
中
途

障
害
者
の
雇
用
の
継
続
を
図
る
た
め

に
、
作
業
施
設

・
設
備
の
改
善
、
職

場
復
帰
に
当
た
っ
て
必
要
か
つ
適
切

な
職
場
適
応
措
置
を
行
な
う
場
合
に
、

助
成
金
の
支
給
を
行
な
う
こ
と
に
し

ま
し
た
。
そ
れ
が
、
「
障
害
者
雇
用

継
続
助
成
金
制
度
」
で
す
。

助
成
金
に
は
、
「
中
途
障
害
者
作

業
施
設
設
置
等
助
成
金
」
と

「重
度

中
途
障
害
者
職
場
適
応
助
成
金
」
の

二
種
類
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
申
請
期

限
な
ど
に
細
か
い
制
限
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
愛
媛
県
心
身
障
害
者
雇

用
促
進
協
会

(松
山
市

一
番
町
一
の

十
四
の
十
井
出
ピ
ル
二
階
、
宮

0

8

9
9
⑪
7
1
3
1
)
ま
で
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

3 



寒さに負けす、元気に完走

大洲市健康マラVシ大会

一一月
七
日
、
第
十
回
目
を
迎
え
た

大
洲
市
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
大

洲
市
民
会
館
前
を
ス
タ
ー
ト
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ

の
日
、
集
合
場
所
と
な
っ
た
市
民
会

館
前
駐
車
場
に
は
、
十
四
の
部
門
に

エ
ン
ト
リ
ー
し
た
市
民
約
千
二
百
人

が
集
合
。

開
会
行
事
の
後
、
六
十
歳
以
上
の

部
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ

l
ス
を
皮
切
り

に
、
時
間
差
ス
タ
ー
ト
で
、
各
部
門

の
選
手
た
ち
が
次
々
と
駆
け
出
し
て

い
き
ま
し
た
。
余
裕
し
ゃ
く
し
ゃ
く

で
ゴ

ー
ル
す
る
選
手
も
あ
れ
ば
、
力

を
使
い
果
し
て
ゴ
ー
ル
す
る
選
手
も
。

そ
れ
ぞ
れ
が
、
自
分
な
り
の
ぺ

l
ス

で
各
コ

l
ス
を
走
破
し
、
き
わ
や
か

な
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

企尾上繁明さん(徳森・ 33歳)一家の選手宣誓

そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
に
お
け
る
主
な

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
印
歳
以
上
の
部
}

①
正
月
正
守
9
分
6
秒
②
森
本
徳
男

9
分
叩
秒
③
森
永
園
口
分
お
秒

{
小
学

4
年
生
男
子
の
部
}

①
上
野
加
瑞
範
日
分
日
秒
②
大
野
俊

和
日
分
日
秒
③

一
藤
忠
史
ロ
分
9
秒

{
小
学

4
年
生
女
子
の
部
}

①
久
保
み
ゆ
き
ロ
分
必
秒
②
横
手
映

美
ロ
分
的
秒
③
福
田
理
絵
日
比
分
6
秒

{
小
学

5
年
生
男
子
の
部
}

①
高
岡
努
日
分
犯
秒
②
東
正
紘
日
分

ぬ
秒
③
鎌
田
豊
日
分

ω秒

一
小
学

5
年
生
女
子
の
部
}

①
大
久
保
あ
さ
み
日
分
町
秒
②
久
保

恵
ロ
分
9
秒
③
久
保
幸
代
ロ
分
辺
秒

{
小
学

6
年
生
男
子
の
部
}

①
和
気
昌
信
叩
分
U
M

秒
②
矢
野
和
彦

叩
分
団
秒
③
下
柳
礼
仁
日
分
6
秒

{
小
学

6
年
生
女
子
の
部
}

①
重
松
恵
日
分
詑
秒
②
森
園
絵
日
分

日
秒
③
兵
頭
恵
ロ
分
剖
秒

{
中
学
生
男
子
の
部
】

①
鎌
田
聡
9
分
日
秒
②
阿
部
守
隆
日

分
辺
秒
③
竹
田
寿
日
分
却
秒

{
中
学
生
女
子
の
部
}

①
内
田
純
子
ロ
分
2
秒
②
村
本
美
由

紀
ロ
分
9
秒
③
宮
本
美
幸
ロ
分
お
秒

{
高
校
生
女
子
の
部
}

①
宮
本
晴
恵
日
分
臼
秒

{
一
般
男
子
の
部
}

①
村
井
明
弘
叩
分
但
秒
②
帽
子
幸
隆

日
分
却
秒
③
内
中
宏
和
日
分
お
秒

一
一
般
女
子
の
部
}

①
大
下
か
よ
子
日
分
日
秒
②
山
内
幸

恵
比
分
ぬ
秒
③
山
本
静
比
分
計
秒

{
高
校
生
男
子
の
部
】

①
東
武
男
幻
分
話
秒
②
吉
田
順

一
お

分
幻
秒
③
清
水
保
弘
部
分
詞
秒

{
一
般
男
子
の
部
}

①
岡
本
恭
英
加
分
日
秒
②
森
本
英
則

加
分
臼
秒
③
石
堂
賢
一
乱
分
6
秒

凸

4 

田
合
古
墳
跡
地
の

発
掘
作
業
終
わ
る

時
昨
年
十
一
月
か
ら
行
わ
れ
て
い
た

や
田
合
古
墳
の
発
掘
作
業
が
こ
の
度
完

ザ
了
。
土
器
片
な
ど
を
含
め
、
三
千
点

明
以
上
の
遺
物
が
出
土
し
ま
し
た
。

日
出
土
品
は
、
縄
文
早
期
か
ら
古
墳

日
時
代
に
か
け
て
の
石
器
や
土
器
が
主

叫
で
、
一
部
金
環
や
小
玉
も
含
ま
れ
て

ゃ
い
ま
す
。
主
な
特
徴
は
、
土
器
が
非

平
常
に
多
い
こ
と
や
、
石
器
(
石
材
)

引
の
種
類
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
な
ど
。

日
古
墳
の
外
に
は
、
ピ
ッ
ト
(
柱
穴
)

日
や
土
壌
(
埋
葬
用
の
素
掘
り
の
穴
)

一
と
思
わ
れ
る
遺
構
が
確
認
さ
れ
て
い

や
ま
す
。
こ
う
し
た
遺
構
と
縄
文
早
期

干
の
土
器
片
が
、
平
地
の
古
墳
に
近
い

や
場
所
で
発
見
さ
れ
た
の
は
県
下
で
初

平
め
て
の
こ
と
。
市
教
育
委
員
会
で
は
、

や
今
後
、

出
土
品
の
整
理
、
分
析
を
進

や
め
、
調
査
報
告
書
に
ま
と
め
る
予
定

ザ
で
す
。

h
F
出
土
し
た
さ
げ
へ
い



愛
犬
の
登
録
と
注
射
は

l
i
J

忘
れ
ず
に

ーし

て
く
だ
さ
い
(
診
療
注
射
)
。
あ
る

い
は
、
指
定
獣
医
師
に
家
ま
で
来
て

も
ら
い
、
登
録
・
注
射
を
受
け
て
く

だ
さ
い
(
訪
問
注
射
)
。

生
後
九
十

一
日
た

っ
た
犬
に
つ
い

て
は
、
必
ず
予
防
注
射
が
必
要
で
す
。

今
後
新
し
く
犬
を
飼
育
す
る
人
も
、

同
様
に
し
て
く
だ
さ
い
。

{
料
金
】

O
期
間
中
に
指
定
場
所
で
受
け
る
場

合
一
頭
に
つ
き
四
、
六
二

O
円

月 臼 場 戸斤 日寺 間

干;gp~尺有司の自ノf スイ亭 fllj 9: 10-9: 30 

相P 沢居 土毒き ノt ス イ亭 目日 9: 40-10 : 00 
大洲市 農 協 田 処 出 張 所 前 10 : 10-10 : 40 

4 /15 初日 す尺 連 結 戸斤 日日 10 : 50-11 : 40 
(木) 菅 田 車用 日 集 d2岳"、 戸斤 13 : 10-13 : 30 

ノj、 倉 公 メz合"、 三'"邑<- 13 : 50-14 : 10 
大 tr 分 キ交 島ttr 14 : 20-14 : 40 
字 t牽 集 15; 、 戸斤 14 : 50-15 : 10 

菅 田 i車 長各 戸斤 15 : 20-16 : 20 
明日香団地 A コ ープ駐車 場 9: 00-9: 30 

大 干i主 l鳳 中本 寺 9: 40-10 : 00 

4/16 
平野公民館平地上分館 10 : 20-10 : 40 
平 里子 連 絡 戸斤 10 : 50-11 : 50 

i金主
長 Bコ 本 村ー 集 15;ミ、 戸斤 13 : 20-13 : 25 
梅 )11 公 民 宣宮 13 : 45-14 : 10 

里子 イ主 釆 公 民 健 14 : 30-14 : 50 

南 久 対を i重 絡 戸斤 15 : 05-16 : 05 
蔵 J J 1 日 。コ 平 集 会所 9: 10-9: 25 
大洲市農協蔵川出張所削 9: 35-9: 50 

4 /19 大 )11 i童 絡 戸斤 10 : 10-10 : 50 

(月) 高3 山 西 集 dZ会弐、 戸斤 11 : 30-12 : 00 

久 対モ 公 民 室主 日Ij 13 : 30-14 : 00 
只越わかぱ台団地集会所 14 : 10-14 : 40 

大 初、H 市 民 バZ岳"、 健 14 : 50-16 : 20 
幸斤 F-E1  中 最E お J奄 前 9: 10-9: 40 

喜 $- 山 イ主 イ白 商 庖 日目 9: 50-10 : 30 

4/20 
幸斤 F ムEコ i童 高各 戸斤 10 : 40-11 : 40 
肱北公 民館 田口 分館 13 : 10-13 : 50 

伏)
肱北公 民館 市木 分館 14 : 00-14 : 40 
4曹、 PフFノkド 児 重 館 前 14 : 50-15 : 30 

愛 媛 資 キ右 目Ij 15 : 40-16 : 20 

f丁 越 集 dZb3Z 、 戸斤 9: 10-9: 30 
キ刀 尾 集 15; 、 戸斤 9 : 50-10 : 15 

4 /21 上 2頁 戒 i重 絡 戸斤 10 : 25-11 : 30 

(別 J¥ 多 t良 集 15; 、 戸斤 13 : 10-13 : 40 

手 成 本 村ー 集 JZ色ヨミ、 戸斤 14 : 00-14 : 20 

中 場 集 15; 、 戸斤 14 : 30-14 : 50 
J¥ 多 喜 i重 長各 戸斤 15 : 00-16 : 10 

善 峠 集 dZ〉3t、 戸斤 9: 00-9: 30 

4 /22 
石 イム 集 バZ会"、 戸斤 9: 50-10 : 20 

善 i重 絡 戸斤 10 : 40-11 : 40 
(木)

肱北公民館五郎分館 13 : 15-13 : 55 

ネ(tt: 合体 育館 玄 関 官官 14 : 05-15 : 10 

社 会教 育 セ ン タ 15 : 20-16 : 25 

平
成
五
年
度
の
畜
犬
登
録
と
狂
犬

病
の
予
防
注
射
を
左
表
の
予
定
で
実

施
し
ま
す
。
犬
を
飼

っ
て
い
る
人
は
、

も
よ
り
の
場
所
で
手
続
き
を
済
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。

狂
犬
病
予
防
注
射
も
、
畜
犬
登
録

と
同
様
に
、
年

一
回
受
け
れ
ば
よ
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
都

合
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

は
、
指
定
獣
医
師
の
診
療
所
へ
犬
を

連
れ
で
行
き
、
登
録
・
注
射
を
受
け

表程日

-
予
防
注
射
料

二
、五
二
O
円

・

登

録

料

二
、一

O
O円

。
診
療
注
射
の
場
合
五
、

二
一

O
円

。
訪
問
注
射
の
場
合
五
、
六
二

O
円

{
指
定
獣
医
師
}

O
久
保
田
動
物
病
院
(
久
保
田
直
)

大
洲
市
新
谷
乙
三
一

O
の
二

宮
⑫
3
2
2
3

0
中
野
獣
医
科
医
院
(
中
野
増
美
)

大
洲
市
中
村
二
五
九台

⑫
4
2
7
6

な
お
、
犬
を
連
れ
て
い
く
時
に
は
、

次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

O
犬
を
自
由
に
扱
え
る
人
が
連
れ
て

い
く
。

O
引
き
綱
に
は
、
丈
夫
な
鎖
な
ど
を

使
用
し
、
首
輪
の
点
検
を
し
て
お
く
。

O
印
鑑
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

均

O
集
合
場
所
で
の
犬
の
フ
ン
は
、
必
抽

ず
飼
い
主
が
始
末
し
て
く
だ
さ
い
。
開

※
そ
の
他
詳
し
く
は
、
保
険
衛
生
課
電

衛
生
係
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

宮
⑫
2
1
1
1
内
線
2
6
4

軽
自
動
車
税
の
減
免

手
続
き
は
四
月
中
に

身
体
障
害
者
手
帳
や
戦
傷
病
者
手

帳
又
は
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人
で
、
二
疋
の
条
件
に
あ
て
は

ま
る
人
は
、
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ

れ
ま
す
。

減
免
の
申
請
は
、
税
務
課
で
受
け

付
け
ま
す
の
で
、
期
間
内
に
手
続
き

唱
を
し
て
く
、
だ
さ
い
。

加
{
対
象
と
な
る
人
】

町
身
体
に
障
害
が
あ
る
た
め
に
歩
行

引
の
困
難
な
人
、
又
は
、
精
神
障
害
者

向
と
生
計
を
一
に
す
る
人
。
た
だ
し
、

同
身
体
障
害
の
等
級
や
程
度
に
よ
っ
て
、

向
減
免
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

内

{
対
象
と
な
る
車
両
}

叩

業

務

用

以

外
の
車
両
で
、
身
体
障

叩
害
者
等
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
等
(
身

平
体
障
害
者
で
年
齢
四
歳
未
満
の
人
、

平
又
は
、
精
神
障
害
者
に
あ
っ
て
は
、

相
生
計
を
一
に
す
る
も
の
が
所
有
す
る

向
車
両
)
の
う
ち
一
台
。

同

{
申
請
に
必
要
な
も
の
}

同
運
転
免
許
証
、

印
鑑
、
障
害
程
度

内
が
確
認
で
き
る
身
体
障
害
者
手
帳
等。

向

{
受
付
期
間
}

叩

平

成

五

年

四
月

一
日

時

1
四
月
三
十
日

F

※
な
お
、
詳
し
く
は
税
務
課
軽
自
動

車
税
担
当
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。

宮
⑫
2
1
1
1
内
線
2
4
3

5 



次
の
よ
う
な
土
地
取
引
を
行
な
う

場
合
に
は
、
事
前
に
届
出
が
必
要
で

す
。
こ
の
届
出
制
度
は
、
土
地
の
投

機
的
取
引
や
地
価
の
高
騰
を
抑
制
し、

乱
開
発
を
防
ぐ
た
め
に
設
け
ら
れ
た

も
の
で
す
。
次
の
事
例
に
該
当
す
る

場
合
に
は
、
必
ず
契
約
の
六
週
間
前

ま
で
に
届
け
出
る
よ
う
に
し
て
く
だ

大」い
。

{
届
出
の
必
要
な
土
地
】

地
価
公
示
が
発
表
さ
れ
ま
し
た

平
成
五
年
三
月
二
十
六
日
に
、
国

土
庁
か
ら
、
平
成
五
年
の
地
価
公
示

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
地
価
公
示
は
、

都
市
計
画
区
域
内
の
各
地
域
で
、
標

準
的
な
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る
土
地

(
こ
れ
を
標
準
地
と
い
い
ま
す
)
を

選
ん
で
、
そ
の
適
正
な
土
地
価
格
を

公
表
し
、
土
地
を
売
買
す
る
際
の
目

安
に
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
ま

た
、
地
価
公
示
価
格
は
、
不
動
産
鑑

定
士
が
鑑
定
評
価
を
行
な
う
場
合
や
、

園
、
地
方
公
共
団
体
等
が
公
共
用
地

等
を
買
う
場
合
の
規
準
と
さ
れ
る
ほ

か
、
都
道
府
県
知
事
が
、
国
土
利
用

計
画
法
に
基
づ
い
て
土
地
売
買
の
届

出
が
あ

っ
た
土
地
の
取
引
価
格
の
審

査
を
す
る
と
き
の
規
準
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

土
地
の
形
状
、
道
路
の
条
件
、
駅

か
ら
の
距
離
、
上
下
水
道
の
整
備
状

況
な
ど
の
土
地
の
条
件
を
標
準
値
と

比
較
す
れ
ば
、
対
象
地
の
お
お
よ
そ

の
価
格
が
わ
か
り
ま
す

(地
価
公
示

価
格
は

一
月

一
日
現
在
の
価
格
で
す

の
で
、
そ
の
後
の
地
価
動
向
も
考
慮

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
)
。

土
地
売

買
の
時
に
は
、
ま
ず
、
地
価
公
示
価

格
を
調
べ
売
買
の
目
安
と
し
て
く
だ

さ
い
。

標
準
地
の
価
格
や
、
標
準
地
が
接

す
る
道
路
の
種
類
・
幅
員
、
標
準
地

周
辺
の
土
地
利
用
状
況
な
ど
を
細
か

く
記
載
し
た
地
価
公
示
の
関
係
書
面

は
、
企
画
情
報
課

(
宮
⑫
2
1
1
1

内
線
3
4
1
)
に
あ
り
ま
す
。
県
内

の
も
の
は
全
て
表
示
さ
れ
て
お
り
、

誰
で
も
簡
単
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

国
土
庁
で
は
、

四
月
を
「
土
地
月

間
」
と
指
定
し
て
、
地
価
公
一
示
普
及

の
た
め
に
各
種
行
事
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
そ
の

一
環
と
し
て
、
他
日
本

不
動
産
鑑
定
協
会
が
、
四
月

一
日
か

①
監
視
区
域

知
事
が
期
間
を
定
め
て
指
定
す
る

一
定
面
積
以
上
の
土
地

(大
洲
市
内

は
該
当
な
し
)

②
そ
の
他
の
区
域

③
市
街
化
区
域

二
千
平
方
目
以
上
の
土
地

⑥
③
を
除
く
都
市
計
画
区
域

五
千
平
方
日
以
上
の
土
地

@
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

一
万
平
方
目
以
上
の
土
地

※
詳
し
く
は
、
企
画
情
報
課
ま
で

宮
⑫
2
1
1
1
内
線
3
4
1

r.誕噛
ら
十
日
に
か
け
て
、
全
国
で
土
地
の

評
価
な
ど
に
つ
い
て
の
無
料
相
談
会

を
聞
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
愛
媛
県

企
画
調
整
部
土
地
対
策
課
調
査
係

(
宮

0
8
9
9
⑪
2
1
1
1
内
線
2

2
8
9
)
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

国
民
年
金
の
加
入
手
続

は
お
済
み
で
す
か

y

日
本
に
住
ん
で
い
る
二
十
歳
以
上

六
十
歳
未
満
の
人
は
、
す
べ
て
国
民

年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
職
業
な
ど
に
よ
り
、
次
の
三

種
類
の
被
保
険
者
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

大
第
一
号
被
保
険
者
交

学
生

農
業
、
漁
業
な
ど
自
営
業
の
人

女
第
二
号
被
保
険
者
交

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、

O
L
、
公
務
員

な
ど
で
、
会
社
な
ど
に
勤
め
て
い

る
人

大
第
三
号
被
保
険
者
交

第
二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
る

配
偶
者

こ
の
う
ち
、
第

一
号
被
保
険
者
又

は
第
三
号
被
保
険
者
に
該
当
し
た

場
合
は
、
本
人
自
身
が
加
入
手
続

き
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

事業主のみなさんヘ

の

年度更新の季節です。本年度も、昨年

に引き続いて、雇用保険率がヲ|き下げ

う、早めに、確実に手続きをと ってく

られます。申告・納付に誤りがないよ

労働保険(労災保険・雇用保険)

6 

加
入
手
続
き
は
、
住
民
票
を
登
録

し
て
い
る
市
町
村
の
国
民
年
金
担
当

窓
口
で
行
な
い
ま
す
が
、
学
生
で
親

元
か
ら
離
れ
て
下
宿
し
て
い
る
な
ど

の
場
合
で
、
住
民
票
を
居
住
地
に
移

し
て
い
な
い
時
は
、
家
族
に
連
絡
し

て
加
入
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
手
続
き
が
遅
れ
た
場
合
や

保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
場
合
、
老

齢
基
礎
年
金
は
も
ち
ろ
ん
、
障
害
基

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
六
十
歳

未
満
で
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

と
な
っ
て
い
る
人
は
、
原
則
と
し
て

国
民
年
金
の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
の
手
続
き
を
行
な
う

際
に
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
も
併

せ
て
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

年
金
は
自
分
の
た
め
だ
け
で
な
く
、

家
族
の
た
め
に
も
重
要
で
す
。
届
出

は
忘
れ
ず
に

/

国
民
年
金
に
関
す
る
お
問
い
合
せ

は
、
市
民
課
国
民
年
金
係
ま
で
。

宮
⑫
2
1
1
1
内
線
2
5
6

4月 1

日から 5月17日までです。申告・納付

働基準監督署まで。

のお問い合せは、愛媛労働基準局労災

補償課 (ft0899⑫2101)、

保険課 (0899⑪2111)又は最寄りの労

愛媛県雇用

ださい。

平成 5年度の手続き期間は、
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大洲の道路は迷絡みたい・..

由美さん(田口・ 25歳)

V
宮
崎
県
東
臼
杵
郡
東
郷
町
と
い
う

と
こ
ろ
の
出
身
で
す
。
高
校
を
卒
業

す
る
ま
で
郷
里
に
い
て
、
就
職
先
の

名
古
屋
市
内
の
会
社
で
、
主
人
と
知

り
合
い
ま
し
た
。

V
大
洲
に
来
た
の
は
平
成
二
年
の
六

月
で
す
。
東
郷
町
は
、
大
洲
と
似
た

感
じ
の
町
で
、
盆
地
と
い
う
環
境
も

宮崎県出身

奥さん訪問

西尾

j 
o 

一
緒
で
す
か
ら
、
余
り
違
和
感
は
な

か
っ
た
で
す
。
た
だ
、
洗
濯
物
の
渇

き
が
悪
い
の
に
は
閉
口
し
ま
し
た
。

霧
の
濃
い
せ
い
で
し
ょ
う
か
ね
。

'v
あ
ち
ら
の
方
言
は
、
語
尾
に
「
ち

ゃ
」
「
ち
ゅ
」
「
ち
ょ
」
が
付
く
の

が
特
徴
的
な
と
こ
ろ
で
す
。
大
洲
の

方
言
に
も
大
分
な
じ
み
ま
し
た
け
ど
、

来
た
当
初
は
、
意
味
の
わ
か
ら
な
い

言
葉
に
よ
く
出
会
い
ま
し
た
。

V
大
洲
へ
来
る
ま
で
、
花
火
と
い
う

の
は
海
(
港
)
で
し
か
見
た
こ
と
が

な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
初
め
て
川
辺

で
上
が
る
花
火
を
観
賞
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
趣
が
あ
っ
て
、
と
て
も

旅
の
思
い
出

き
れ
い
で
す
ね
o

v
そ
れ
と
冨
士
山
の
つ
つ
じ
は
見
事

で
す
ね
。
宮
崎
に
も
、
花
木
の
名
所

は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
冨
士
山

は
そ
れ
ら
と
比
べ
て
も
格
別
で
す
o

v
大
洲
の
道
路
は
、
迷
路
み
た
い
な

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
で
し
ょ
。
別
の

意
味
で
車
で
走
る
の
が
楽
し
い
で
す
o

v
ま
だ
余
り
大
洲
の
こ
と
を
知
ら
な

い
の
で
、
子
供
が
で
き
て
(
五
月
出

産
予
定
)
、

一
緒
に
歩
け
る
様
に
で

も
な
っ
た
ら
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
へ

出
か
け
て
み
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

大
洲
市
め
イ
メ
i
r
J
予
ッ
ヲ
戦
略

昨
年
十

一
月
十
六
日
、
四
国
観
光

立
県
推
進
地
方
会
議
の
開
会
式
が
、

松
山
市
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
運

動
は
、
「
知
行
合

一
」
を
基
調
と
し

て
展
開
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年

三
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
「
T
A
P
四

国
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
は
、
総
力
を
あ

げ
て
旅
行
者
を
誘
致
す
る
「
行
」
の

部
分
に
重
点
が
置
か
れ
た
事
業
で
す
。

こ
の
国
・
県
を
あ
げ
て
実
施
さ
れ

る
大
型
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
見
る
に
つ

け
て
も
、
当
市
で
、
昭
和
五
十
四
年

の
創
設
以
来
活
動
を
継
続
し
て
い
る

「
大
洲
市
観
光
総
合
宣
伝
事
業
推
進

協
議
会
」
事
業
の
先
見
性
に
、
改
め

て
深
い
感
動
を
覚
え
、
事
業
推
進
へ

の
自
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昭
和
三
十
二
年
は
肱
川
を
利
用
し

た
う
か
い
事
業
が
始
ま
っ
て
か
ら
、

大
洲
市
観
光
協
会

市
や
関
係
団
体
の
皆
さ
ん
を
中
心
に

推
進
さ
れ
て
き
た
、
「
伊
予
の
小
京

都
大
洲
」
と
「
観
光
事
業
」
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
戦
略
が
、
四
国
四
県
は

も
と
よ
り
関
西
一
円
や

一
部
九
州
地

区
に
ま
で
観
光
宣
伝
隊
を
繰
り
出
し
、

し
か
も
、
こ
れ
を
毎
年
継
続
し
て
現

在
に
至
っ
て
い
る
こ
と
は
、
大
変
意

義
深
い
こ
と
で
す
。
ま
た
、
こ
の
事

業
を
通
し
て
、
大
洲
で
し
か
味
わ
え

な
い
「
美
し
い
自
然
と
の
出
会
い
」

「
歴
史
や
伝
統
・
文
化
と
の
出
会
い
」

「
生
活
習
慣
や
人
情
と
の
出
会
い
」

の
素
晴
ら
し
き
を
大
い
に

P
R
す
る

こ
と
で
、
本
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
も
た
ら
し
た
影
響
は
、
極
め
て
大

き
い
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

平
成
五
年
二
月
に
実
施
し
た
県
外

宣
伝
隊
で
は
、
高
松
市
の
西
日
本
テ

レ
ビ
や
広
島
市
の
広
島
テ
レ
ビ
で
、

街
宣
活
動
を
生
放
送
し
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
お
か
げ
で
、
県

下
全
域
に
大
洲
市
の
名
が
流
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
は
、
大
変
あ
り
が
た

い
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
高
松
市
や

岡
山
市
、
広
島
市
の
繁
華
街
で
は
、

道
行
く
人
た
ち
か
ら
、

「今
年
も
、

ま
た
わ
い
で
た
か
、
大
洲
に
行
く
か

ら
ね
」
と
温
か
い
言
葉
も
、
数
多
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
洲
音
頭
や
大
洲
水
郷
音
頭
に
乗

せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
人
た
ち

の
心
の
中
に
ま
い
た
良
い
イ
メ
ー

ジ
は
、
旅
の
目
的
地
に
大
洲
を
選

ん
で
も
ら
え
る
花
と
な
る
と
確
信
し

て
い
ま
す
。
イ
メ
ー
ジ
に
ひ
か
れ
て

人
々
が
こ
の
地
を
訪
れ
、
感
激
し
て

帰
る
。
地
域
の
人
々
は
、
そ
れ
に
自

信
を
得
て
、
更
に
ま
ち
守
つ
く
り
に
励

む
。
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
は
、
そ
う
し

た
日
々
の
営
み
の
積
み
重
ね
が
、
大

切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

7 
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三瀬諸淵展(常設)

日二日

市
立
博
物
館
で
は
、
四
月
一
日
か

ら
、
新
し
い
内
容
で
皆
様
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
従
来
五
階
展
示
室
に
常
設

し
て
い
た
「
民
俗
資
料
」
を
4
階
ロ

ビ
l
に
移
設
。
空
室
と
な
っ
た
五
階

展
示
室
に
は
、
新
た
に
、
「
大
洲
の

歴
史
」
と
題
し
て
、
大
洲
藩
時
代
の

歴
史
的
資
料
(
歴
代
藩
主
や
中
江
藤

樹
の
書
固
な
ど
)
を
常
設
し
ま
し
た
。

ま
た
、
従
来
企
画
展
示
の
中
心
と
し

て
利
用
し
て
い
た
四
階
展
示
室
に
は
、

新
た
に
「
三
瀬
諸
淵
展
」
を
設
置
。

豊
富
な
館
蔵
資
料
を
有
効
に
展
示
し

て
い
く
予
定
で
す
。

ロビー

。
民俗資料展示(常設)

• 
平面図5F 

平
成
五
年
度
も
、
随
時
、
魅
力
あ

る
企
画
展
示
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

皆
様
の
お
こ
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

な
お
、
毎
月
の
第
二
・
第
四
土
曜

日
と
月
曜
日
、
祝
日
は
閉
館
日
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

特別展示室
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「差
別
は
生
き
て
い
る
」

六
、
就
職
が
き
ま
っ
て
も

海
産
物
問
屋
に
就
職
す
る
た
め
、

父
の
急
死
に
よ
り
全
日
制
高
校
進
学

を
断
念
し
、
定
時
制
高
校
へ
通
学
し

て
い
た

T
さ
ん
は
、
社
長
直
接
の
面

接
を
う
け
た
あ
と
、

「
手
続
上
必
要
な
応
募
書
類
を
至

急
だ
し
て
ほ
し
い
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
J

そ
の
後
ぺ
勤
務

て

ん

ば

場
所
で
あ
る
新
庖
舗
に
案
内
さ
れ
て
、

実
質
的
に
は
採
用
が
確
定
し
て
い
ま

し
た
。と

こ
ろ
が
、
数
日
し
て
不
採
用
の

通
知
を
う
け
と
っ
た
の
で
す
。

社
長
は
、
入
手
不
足
の
た
め
昨
年

の
夏
か
ら
職
業
安
定
所
に
求
人
申
込

み
を
し
て
い
た
の
で
、
最
初
は
大
変

喜
ん
で
い
ま
し
た
が
、

T
さ
ん
が
対

象
地
域
出
身
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ

た
の
で
、
採
用
を
取
り
消
し
て
し
ま

っ
た
の
で
す
。

不
採
用
の
理
由
と
し
て
、

+品、

は
じ
め

「
う
ち
の
庖
に
あ
わ
な
い
か
ら
採

用
で
き
な
い
。」

と
言
い
、
そ
の
わ
け
を
た
だ
さ
れ
る

ル」、

「
私
の
信
頼
し
て
い
る
易
者
に
、

T
さ
ん
の
姓
名
判
断
を
し
て
も
ら
っ

た
と
こ
ろ
、
相
性
が
悪
く
、

二
、
三

か
月
し
か
勤
め
な
い
だ
ろ
う
と
い
う

H

お
つ
げ
H

が
あ
っ
た
の
で
不
採
用

に
し
た
。
」

8 

人
権
と
同
和
教
育

と
、
説
明
す
る
始
末
で
し
た
。

そ
こ
で
、
「
姓
名
判
断
で
不
採
用

に
す
る
の
は
納
得
で
き
な
い
。
」

と
た
だ
し
た
の
に
対
し
、
社
長
は
、

「
姓
名
判
断
を
固
く
信
じ
て
い
る

の
で
、
不
採
用
の
意
志
は
か
え
な
い
。
」

と
返
答
し
ま
し
た
。

姓
名
判
断
で
採
否
を
き
め
る
の
は
、

人
権
侵
害
だ
と
し
て
話
し
合
い
を
も

っ
た
結
果
、
つ
い
に
社
長
は
、
不
採

用
を
取
り
消
し
採
用
す
る
こ
と
を
約

束
し
ま
し
た
。

そ
の
後
社
長
は
、

「
差
別
意
識
を
知
ら
ず
知
ら
ず
の

う
ち
に
も
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
不
採

用
の
原
因
に
な

っ
た
。
」

と
、
自
ら
差
別
を
認
め
る
に
い
た
り

ま
し
た
。

T
さ
ん
は
、

「
部
落
差
別
に
よ

っ

て

一
度
は
不
採
用
に
さ
れ
た
の
だ
か

ら
」
と
言
っ
て
就
職
を
拒
否
し
ま
し

た

。

(

続

く

)
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桝

田
市
長
初
登
庁 v福祉のまちづくりフォーラ仏

2月15日、無投票で再選を果した桝田市長が、 2期目の初登庁

をしました。当日は 2階大ホールで就任式があり、約 200人の職

員を前に「物よりも心を重視し、基本的人権や優しい気遣いを大

切にしながら、 21世紀に向かつて頑張りましょう」とあいさつし

ました。

2月24日、市や市社会福祉協議会の主催で“住みよい福

祉のまちづくりフ ォーラム"が行われ、約 200人の福祉関

係者らが参加。会場とな った市役所大ホールは、福祉充実

を目指す熱気に包まれました。

一一
月
二
十
六
日
、
大
洲
市
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
推
進
大
会
が
市
役
所
大

ホ
l
ル
で
開
か
れ
、
参
加
者
は
、

県
立
と
べ
動
物
園
山
崎
園
長
の
講

演
(
写
真
)
や
実
践
発
表
な
ど
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
の
考
え

を
深
め
ま
し
た
。

v可Ie}LうUきh'IeJ.コミユ二子イ

4

司
ヂ
や
リ
一
ナ
イ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

2
月
凶
日
、
総
合
体
育
館
で
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
H

が
聞
か
れ
、
九
チ
ー
ム
が

参
加
。
選
手

一
人
当
り
百
円
の
参
加
費
と
、
サ

l
フ
ミ
ス
や
失
点
に
課
し
た
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を

合
わ
せ
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
し
ま
し

た。

4

司
合
同
音
楽
発
表
会

一一
月
二
十
七
日
、
大
洲
児
童
合
唱
団
と

大
洲
ふ
じ
か
げ
コ
ー
ラ
ス
に
よ
る
、
第
十

一
回
合
同
音
楽
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
の
中
央
公
民
館
大
ホ
|
ル
に
は

団
体
の
関
係
者
や

一
般
入
場
者
約
百
五
十

人
が
つ
め
か
け
ま
し
た
。

Hl:llm III! け行f lU_， ~唖募 仰い!l h~ l~此 S
!!!1I1t';I wi i iqj戸t¥' "，，' 

TJJifγ;ぬ:!?dij53jj:
主婦グループ「旬を愛する会」が手がける

“ふるさと小包・豆いりセット"が好評をは

くしています。3種類のまめいりと手作りク

ッキ一、甘酒などを詰め合わせた このセット

は、 4月30日まで発送しています。お問い合

せは、大洲郵便局まで。

9 



愛
媛
県
暴
力
追
放
推
進
セ
ン
タ
ー
は、

一一…

昨
年
三
月
一

日
に

施

行

さ

れ

た

「

暴

力

相

対

策

法

」

に

基

づ

き

設

立

さ

れ

た

財

囲

内

法

人

で

す

。

暴

力

団

を

壊

滅

し

、

安

全

的

で
住
み
よ
い
愛
媛
の
実
現
の
た
め
の
皆

w

さ
ま
の
セ
ン
タ
ー
で

す

。

主

に

、

次

の

前

よ
う
な
事
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
の
で

w

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

川町

O
暴
力

団

で

お

困

り

の

方

へ

の

相

談

活

拍

動
(
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ま
た
、

W

秘

密

は

固

く

守

ら

れ

ま

す

)

品

。
訴
訟
費
用
の
無
利
子

貸

付

な

ど

、

暴

相

力
団
か
ら
被
害
を
受
け
た
場
合
の
支
援

w

活

動

柄

。
暴
力
団
か
ら
足
を
洗
い
た
い
、
洗
わ

w

せ

た

い

と

い

う

本

人

や

家

族

か

ら

の

相

対

談

活

動

抑

O
少
年

を

暴

力

団

か

ら

引

き

離

す

こ

と

尚

ddι363433d&333dA333dhZJJ32勺

f
i
t
s
3
d
Z
3
3
3
r
j
rザ
f
i
t
-、FrithqFEzlbtvbbbqFrip-
-
一-

(
指
定
配
分

)

金

一
封
(
寄
付
金
を
大
洲
児
童
館
へ
)
制

金
一

封

(上
須

戒

老

人

会

・

上

須

戒

柚

木

藤

木

恵

利
子

山市

地
区
社
協
へ
)
上
須
戒
西
岡
良

一

(

物

品

の

口

座

)

州

金

一
封

(

菅

田

地

区

社

協

・

菅

田

喜

ベ

ッ

ト

一
式
一

台
・
大
人
用
紙
オ
…

楽

会

連

合

会

・

市

社

協

へ

)

ム

ツ

ほ

か

二

百

六

点

(

貸

出

用

・
在

宅

対

菅

田

町

池

田

琢

一

ね

た

き

り

老

人

へ

)

田

口

城

戸

良

市

制

金

一

封

(

平

野

地

区

社

協

へ

)

車

椅

子

一
台

(

貸

出

用

)

州

平
野
町

梶

原

量

之

田

口

村

上

芳

夫

前

金
一
封
(
快
気
内
祝
を
肱
南
地
区
社
あ
た
た
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご

w

協

へ

)

大

洲

桧

田

良

ざ

い

ま

し

た

。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
的

金
一
封
(
米
寿
を
記
念
し
て
新
谷
地
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

W

区
社
協

・
町
東

福

寿

会

へ

)

大

洲

市

社

会

福

祉

協

議

会

同

新

谷

町

平

野

勲

，

金
一
封
(
新
谷
地
区
社
協
へ

)

W

新

谷

永

田

英

雄

日

金
一
封
(
三
善
地
区
社
協
へ

)

W

春

賀

谷

岡

秀

義

付

愛
媛
県
暴
力
追
放

推
進
セ
ン
タ
ー

ま
ご
こ
ろ
の

お
く
り
も
の

二
月
二
十
七
日
分
ま
で
(
敬
称
略
)

金

一
封
(
寄
付
金
)

菅
田
町

金
一
封
(
寄
付
金
)

田

口

城

戸

良

市

金

一
封
(
寒
行
托
鉢
寄
付
金
)

大
洲
市
仏
教
会
長
北
林
晴
山

金

一
封
(
第

一
回
大
洲
市
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
協
会
長
杯
争
奪
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
寄
付
金
)

大
洲
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

金
一
封
(
戸
籍
謄
本
に
伴
う
つ
り
銭
)

千

葉

県

稲

田

道

明

一一{呂

勝
行

の
相
談
活
動

O
県
民
の
皆
様
の
暴
力
団
根
絶
の
意
識

を
高
め
る
た
め
の
広
報
活
動
な
ど

※
な
お
、
相
談
先
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一T
別
松
山
市
若
草
町
七

財
団
法
人
・
愛
媛
県
暴
力
追
放
推
進
セ

ン
タ
ー

合

o 0 
8 8 
9 9 
9 9 
@@  
1 8 
8 9 
9 3 
3 0 

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
と
お
り
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

4
月
1
日
制

場

所

時

間

A
コ
l
プ
大
洲
庖

9
時
却
分

1
ロ
時

市

立

大

洲

病

院

日

時

l
m
時

2月末までの

大洲市内の交通事故

2月末現在 昨年同期

負傷者 3 3 2 3 

イ牛 数 4 3 2 7 

死 者 1 。

新
刊
図
書
案
内

私

の

夜

間

飛

行

井

上

靖

著

枕
詞
千
年

の

謎

藤

村
由
加
著

母
な
る
自
然
の
お
っ
ぱ
い
池
津
夏
樹
著

原
子
宇
宙
の
旅

A

・
ア
シ
モ
フ
著

胎

児

か

ら

井

深

大

著

明
日
の
静
か
な
る
時
北
方
謙
三
著

平
成
ト
ム

・
ソ
l
ヤ

l

原
田
宗
典
著

禁
忌
の
聖
書
学

山
本
七
平
著

紺

碧

海

岸

松

本

隆

箸

美
智
子
さ
ま
の
お
こ
と
ば
河
原
敏
明
著

浩

宮

さ

ま

浜

尾

実

著

モ
モ
ヨ
、
ま
だ
九
十
歳
群
ょ
う
こ
著

日
本
を
札
す

J

・
ア
ー
チ
ャ

l
著

う

た

か

た

絵

双

紙

田

辺

聖

子

著

電

脳

進

化

論

立

花

隆

著

ア
イ
・
ラ
ヴ
・
ユ

l

尾

崎

豊

著

犬

婿

入

り

多

和

田

葉

子

著

出
雲
発
日
本

改

革

論

岩

国

哲

人

著

ラ
ブ
・
ジ
ャ
ン
キ
ー
家
田
荘
子
著

テ

ケ

テ

ケ

の

日

々

三

宅

裕

司

著

日
本
史
か
ら
見
た
日
本
人
渡
部
昇
一
著

近

藤

長

次

郎

吉

村
淑
甫
著

波

郷

俳

句

細

目

星

野

安

丘

人

著

な
ぜ
日
本
は
「
成
功
」
し
た
か

森
嶋
通
夫
著

告

発

本

吉

晴

夫

著

わ

た

く

し

美

術

館

尾

崎

正

教

編

ザ

・
ス
ペ
ー
ス
エ
イ
ジ

N
H
K
編

季

・

花

づ

く

し

細

川
護
貞
監
修

院

内

感

染

富

家

恵

海

子

著

死

体

に

歯

あ

り

鈴

木

和
男
著

花

な

ら

桜

阿

木

耀

子

著

イ
ン
タ
ー
フ
エ
ロ
ン
第
五
の
奇
跡

中
野
不
二
男
著

新

〈

魂

の

洗

濯

〉

三
穂
希
祐
月
著

会
社
を
頼
る
な
信
じ
る
な
内
藤
園
夫
著

不

屈

の

男

た

ち

柳

田

邦

夫

編

10 

女

体

幻

想

中

村

真

一

郎

著

シ

ン

グ

ル

赤

川
次
郎
著

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ

l
の
夜
明
け真

蔦

栄

著

男
の
勘
ち
が
い
女
の
夢
ち
が
い

藤
堂
志
津
子
著

鳥

た

ち

の

歌

五

輪

真

弓

著

世
論
の
嘘
新
聞
の
偽
善
永
田
昭
海
著

史
上
最
大
の
乗
り
継
ぎ
旅
種
村
直
樹
著

激

石

を

売

る

出

久

根

達

郎

著

遠

い

「

山

び

こ

」

佐

野

真

一

著

世
間
知
ら
ず
の
高
枕

山
本
夏
彦
著

新
編
拳
問
虎
の
巻
夏
目
房
之
介
著

な
ぜ
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
な
い
の
か

秋
山
さ
と
子
著

少
女
た
ち
の
昭
和
史
秋
山
正
美
著

小

説

佐

川
疑

獄

大

下

英

治

著

駆

け

る

少

年

鷲

沢

蔚

著

系

列

清

水

一

行

著

ど
う
す
る
日
本
ど
こ
へ
行
く
日
本
人

佐

高

信

著

花
は
ら
は
ら
人
ち
り
ぢ
り
田
辺
聖
子
著

愛

媛

の

気

候

深

石

一

男

著

子
規
と
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
神
田
順
治
著

男

の

流

儀

諸

井

薫

著

天

下

を

取

る

小

林

吉

弥

著

居
場
所
も
な
か
っ
た
笠
野
頼
子
著

虹

と

落

日

原

田

八

束

著

わ
た
し
は
尊
厳
死
を
選
ん
だ細

郷
秀
雄
著

戦
争
と
平
和

A

・
ト
フ
ラ

l
箸

西

鶴

人

情

橋

吉

村

正

一

郎

著

シ
ベ
リ
ア
鉄
道
殺
人
事
件西

村
京
太
郎
著

私

の

文

学

漂

流

吉

村

昭

著

橋
の
上
の
女

野
村
胡
堂
著

流

転

の

海

宮

本

輝

著

江
戸
の
明
け
暮
れ
森
田
誠
五
口
著

心
の
疲
れ
が
ほ
ぐ
れ
る
本
本
多
信

一
著

図

書

館



iji 

L
P
ガ
ス
は
、

私
た
ち
に
便
利
な
家

庭
用
燃
料
と
し
て
、
幅
広
く
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
コ
ッ
ク
の
誤
開
放
、
点

火
ミ
ス
な
ど
、
取
扱
い
方
を
誤
り
ま
す

と
大
き
な
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
う
し
た
う
っ
か
り
ミ
ス
に
よ
る
事

故
を
防
止
す
る
た
め
、
マ
イ
コ
ン
メ
ー

タ
ー
、
ガ
ス
漏
れ
箸
報
器
、
ヒ
ュ

ー
ズ

コ
ッ
ク
な
ど
の
安
全
器
具
が
開
発
さ
れ
、

国
・
愛
媛
県
で
は
、
平
成
五
年
九
月
ま

で
に
全
世
帯
に
設
置
す
る
よ
う
運
動
を

進
め
て
い
ま
す
。

事
故
防
止
の
た
め
、
ぜ
ひ
と
も
安
全

器
具
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
安

全
器
具
な
ど
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

L

P
ガ
ス
販
売
底
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
の
件
に
関
し
て
の
お
問
い
合
せ
は
、

愛
媛
県
八
幡
浜
地
方
局
総
務
調
整
課

(
〒
前

八

幡
浜
市
大
字
松
柏
乙

一一

O
一、

2
0
8
9
4
⑫
4
1
1
1
)
ま

で
。

{蒲

n25-4023 

所

E支

工

番

水 道業者の

鉄

卦ミ
;fI本

当

f呆

水

徳

久

，属

4月3日(土)

7

業

内ペ
U

F
片

υ
ハU

ハh
uヮ“宮

帰ってきた

おI~怠I~ん

昭
和
四
十

一
年
、
五

O
%以
上
の
視

聴
率
を
記
録
し
、
大
洲
の
名
を
全
国
に

印
象
付
け
て
く
れ
た
、
あ
の

N

お
は
な

は
ん
仰
が
お
茶
の
間
に
帰

っ
て
来
ま
す
。

今
回
は
、

N
H
K
衛
星
第
二
チ
ャ
ン

ネ
ル
で
の
放
送
で
、

四
月
六
日
か
ら
、

毎
週
月

1
金
曜
日
の
朝
八
時
三
十
分
か

ら
八
時
四
十
五
分
の
枠
で
放
映
さ
れ
ま

す
。
全
部
で
百
三
十
回
の
放
送
を
予
定

し
て
お
り
、
初
回
放
送
分
(
全
三
百
十

回
)
の
改
編
版
で
す
。
四
月
五
日
に
は
、

主
演
の
櫨
山
文
枝
さ
ん
や
高
橋
幸
治
さ

ん
を
ゲ
ス

ト
に
招
い
て
の
特
別
番
組
も

予
定
さ
れ
て
い
る
と
の

こ
と
。
な
つ
か

し
い
大
洲
が
ブ
ラ
ウ
ン
管
に
匙
え
り
ま

す
。

工

n24-5351 

設備

n24-0783 

ノ

電

サ

丸

(有)ア

(有)4月4日(日)

備

n24-3783 

5支原4月10日(土)

庖道7}<. 藤佐

まま 24-4410

(有)いの 水道 設備

n24-2216 

4月11日(日)

保
護
鳥
を

知
っ
て
い
ま
す
か

メ
ジ
ロ
、
マ
ヒ
ワ
、
ウ
ソ
、
ホ
オ
ジ

ロ
は
保
護
鳥
で
す
。
保
護
鳥
は
、
許
可

な
し
で
捕
獲
し
た
り、

飼
育
し
た
り
し

て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

飼
い
た
い
時
に
は
、
市
長
の
許
可
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
認
め
ら
れ
る
の
は
、

一
世
帯

一
羽
限
り
で
、
手
数
料
は
年
間

一
一、
六

O
O円
で
す
。
詳
し
く
は
、
農

{龍

ダ 設 備

ft24-3674 

中野管工事工 業

n24-3792 

n25-4645 

内田電気 水道設 備

庄

n25-2858 

n25-0901 

E支

道オく

ク

住

田

(有)オ

i兵

j竜

4月17日(土)

4月18日(日)

密 林
3 0 t辰
1 8輿
6 9 ~果

3 ま
@で
2 こ
1 連
1 絡
1 く
内 だ
線さ
3 い
1 0 

5 

N 
H 

通互
信薗
講の

座

N
H

K
学
園
で
は
、
春
期
の
生
涯
学

習
講
座
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す

0

0
生
涯
学
習
講

座

(
通
信
講
座
)

教
養
と
趣
味
を
深
め
る
た
め
の
毛
筆

「
日
常
の
書
」
、
硬
筆
、
俳
句
、
短
歌
、

囲
碁
な
ど
七
十
二
講
座
で
す
。

申

込

期

限

四

月

三
十
日

※
詳
し
い
案
内
書
を
希
望
す
る
人
は
、

ハ
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
左
記
ま
で
ご

請
求
く
だ
さ
い
。
案
内
書
は
無
料
で
す
。

〒
蹴
私

N
H

K
学
園
8
E
ロ
係

含

0
4
2
5
⑫
3
1
5
1
(代
表
)

所

土居鉄工所 側

社

庖

神

西

城

淳 山水道工事庖

n24-4122 

合 25-2944

ft24-2583 

ft26-0265 

戸

工

道

業

鉄

7}<. 

電

田

回

4 月24日(ニビ)

4月29日同

4月25日(日)

ft24-4519 

市
税
の
納
期
の

お

知

ら

せ

平
成
五
年
度
の
市
税
の
納
期
は
、
昨

年
度
と
同
じ
く
、
左
記
の
と
お
り
と
な

っ
て
い
ま
す
。
納
期
内
納
付
に
つ
い
て

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市税納期一覧

4151617 月8 1 9 110 11 12 2 
税 目

月月月月 月 月 月 月 月 月

2 期3 4 
固定資産税 期 期 期

軽自動車税
全
期

市・県民税 期2 3 期4 
期 期

2 3 4 5 6 
国民健康保険税 期 期 期 期 期 期

平成5年度

5生

まま 24-2541

詳 しく は水道課まで

8⑪2 1 1 1内線 377

住屋予イ弄

11 



相
談
ご
と
案
内

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

{
交
通
事
故
相
談
}

日

時

4

月

8
日
附

叩
時
1
日
時

4
月
初
日
川

w
m時
1
日
時

い
ず
れ
の
日
も
市
役
所
三
階
会

議
室

士易
所【

人
権
相
談
】

日
時
4
月
加
日

ω
叩
時
1
日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

{
法
律
相
談
}

日

時

4

月

5
日

間

日

時

1
日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

{
心
配
こ
と
相
談
}

日

時

4

月
1
、
ロ
、

初
日

3
土
寸

1
6
土
寸

1
i
門口

市

i
n口

市
役
所
三
階
会
議
室

士易
所{

家
庭
児
童
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
市
福
祉
事
務
所

保健センターだより

.乳幼児健康診断.

実施日 者

平成 4年11月生※

平成 4年 8月生※

平成 4年 5月生※

当コr
日よえ

4月 6日伏)

4月13日伏)

4月20日(木)

|休|日|急|患|診|療|

岡本耳鼻科(本町)

宮 24-3752

4月 4日

)
 

円口(
 

{
行
政
相
談
】

日
時

4
月
四
日
間

9
時
l
u
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

急
ぐ
時
に
は
、
合
⑪
3
7
9
4
(
玉
木
)

又
は
含
⑪
4
2
9
4
(
辻
)
ま
で

【
社
会
保
険
相
談
】

臼

時

4

月

6
、
初
日

O
主
寸

1
6土
寸

1

H

1
日

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

担
当
松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

{
栄
養
士
に
よ
る
健
康
相
談
】

日
時
4
月
幻
日
附
日
時
1
日
時

平成 3年 9月生

平成 2年 3月生

13 : 00~13 : 30 

4月22日伏)

4月27日(火)

※は肱南・肱北地区のみ

受付時間

実施場所 大m'l保健センター

母子健康手帳持参品

4月13日は育児相談だけです。

大洲中央病院(東大洲)

宮 24-4551土湯
所

清水医院(志保町)4月11日

宮 24-2017

大洲中央病院(東大i1H)

ft24-4551 

祖母井医院 (中村)4月18日

{
何
で
も
相
談
}

日

時

毎

日

の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
隣
保
館
合
⑪
6
1
0
0

大
洲
市
祉
会
館
8
@
0
9
4
7

)
 

門口(
 

大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

【
不
動
産
無
料
相
談
】

日
時
4
月
日
日

9
時
1
日
時

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

フ
ヂ
エ
ダ
花
庖
二
階
、
常
磐
町
四

【
青
少
年
相
談
電
話
】

青
少
年
に
関
す
る
様
々
な
相
談
に
お

4月14日休)

9:30~ 12:00、 13:00~ 15:00

.健康相談.

日時

市役所2階会議室

.厚生連検診.

(成人病・胃がん・大腸がん)

場所

所

久米公民館

蔵川(基幹集落セン

ター)

土着実施日

4月 5日(月)
ft24-3756 仕)

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

沢井耳鼻科(中村)

ft24-2510 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

沢井小児科(中村)

4月25日

4月29日

答
え
し
ま
す
。

と
き
毎
日
の
執
務
時
間
中

電

話

番

号

⑫
7
8
3
0

{
定
期
税
務
相
談
}

高
松
税
務
局
松
山
分
室
で
は
、
平
成

五
年
四
月
か
ら
、
左
記
の
と
お
り
税
務

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い。

日
時
毎
月
第
二
金
曜
日

(4
月
9

日

)

叩

時

1
日
時

大
洲
商
工
会
議
所

税
金
に
関
す
る
こ
と
全
般

内場

容所
JA大洲上須戒支所

JA大洲大川支所

4月13日伏)

4月14日(水)

平野連絡所

JA大洲本所

4月15日(木)

4月16日働

J A大洲粟津支所

三善連絡所

菅田連絡所

4月19日(月)

4月20日伏)

4月21日(水)

ft24-7530 (木)

大洲中央病院(東大洲)

歯 ft24-4551 

科

相

12 

百炎

実

施

日

内

容

4
丹
羽
目
附

乳
幼
児
歯
科
相
談

実
施
場
所
大
洲
保
健
所

受
付
は
日
時
か
ら
で
す
。
前
も

っ
て

電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

電
⑪
3
1
6
5

南久米連絡所

4月23日幽

4月27日伏)

8 : 30~11 : 30 受付時間

900円

大腸がん検診 400円

がん検診については申込が必要

です。成人病・ 胃がん検診につい

ては、空腹で (食事を抜いて)

胃がん検診検診料

受

言会してください。
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